


今
月
の
表
紙
は
､
平
成 
2

2
月
9

0
年 
1

日
に
､
｢畜
産
農
家
は
場
を
活
用
し
､
飼

料
生
産
か
ら
堆
肥
化
及
び
堆
肥
の
地
域

内
還
元
ま
で
の
作
業
を
受
託
す
る
粗
飼

料
供
給
サ
ー
ビ
ス
｣
で
農
商
工
連
携
事

業
計
画
に
認
定
さ
れ
た

｢農
業
生
産
法

人
有
限
会
社
さ
か
う
え
｣
代
表
取
締
役

社
長
坂
上
隆
さ
ん
で
す
｡

こ
の
事
例
は
'
平
成 
22
年
4
月
2
ロ

に
発
表
さ
れ
た

｢農
商
工
連
携
ベ

ス
ト

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
30
｣
に
も
選
ば
れ
ま
し

た
｡有

限
会
社
さ
か
う
え
は
､
ケ
ー
ル
や

じ
ゃ
が
い
も
､
さ
つ
ま
い
も
等
の
食
品
加

工
メ
ー
カ
ー
と
の
契
約
栽
培
の
取
引
を
中

心
に
事
業
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
が
､
㈲

か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門
家

派
遣
事
業
等
を
活
用
し
､
野
菜
を
中
心
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
商
品
情
報
を
掲
載
し
､

通
信
販
売

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
｡

<右が坂上社長

九州I経営力大賞特別賞受賞T

左は社員の小瀬戸さん>

今
月
の
表
紙


農
業
で
幸
せ
を
創
る

農
商
工
連
携

へ
の
取
組

農
業
生
産
法
人

有
限
会
社

さ
か
う
え

代
表
取
締
役
社
長

坂
上

隆

氏

地
域
に
根
ざ
し
た
農
業
を
目
指
し
､

平
成 
20
年

3
月
に
は

ーた

い
肥
等
を

使

っ
た
土
づ
く
り
と
化
学
肥
料

･
化
学

農
薬

の
使
用

の
低
減
を

い
､
環
境
保
全
型
農
業
に
取
り
組
む
､

一
体
的
に
行持

続
性
の
高
い
生
産
方
式
を
導
入
す
る
計

画
を
立

て
た
農
業
者
｣
で
あ
る

エ
コ

フ
ァ
ー

マ 

の
認
定
も
受
け

て
い
ま

I

す
｡ま

た
､
お
客
様
の
様

々
な
要
望
に
応

え
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
､

土
壌
分
析
に
は
じ
ま
る
上
づ
く
り
や
栽

培
記
録
が
蓄
積
さ
れ
た
農
業
工
程
管
理

シ
ス
テ
ム
は

｢デ
ジ
カ
メ
を
利
用
し
て

の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
､
高
齢
な
作
業

者
で
も
簡
単
に
操
作
で
き
る
工
程
管
理

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
､
農
産
物
の
安
定

供
給
を
実
現
し
た
点
が
同
業
者
に
と

っ

て
の
模
範
的
事
例
に
な
る
｡
｣
と
評
価

さ
れ
平
成 
21
年
度
九
州 
I 
T
経
営
力
大

賞
特
別
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
｡

<企業概要 >
所 在 地 :志布志市志布志町安楽 2999

創 業 :平成 7年 4月

資 本 金 :315万円

従業員数 :25名 
L :099-473-1990
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今月の表紙

この人に聞く
かごしま中小企業応援センターがスタート!
実践 !什活用

女性経営者登場

ベンチャープラザコ-ナ- ㊨
鹿児島県から新しい制度のお知らせです
研究シーズの紹介 
(財)かごしま産業支援センターで新しい事業が始まりました
受発注情報 
hf ma

473-1979
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｢健康ツーリズムで鹿児島発の成長戦略を｣

九州経済産業局長 橋高 公久

～九州版成長戦略の策定～

政府では､6月を目途に我が国の成長戦略と産業構造ビジョンの策定作業を進めていま

す｡九州経済産業局では､国の検討と平行 して九州の成長戦略を検討することとし､九州各

地で意見交換を行っています｡皆様からのご意見 ･ご提案を歓迎いたします｡

我が国の一人当た り GDPや産業競争力は､ 90年頃は世界の トップクラスでしたが､今

や 20位前後に落ちています｡地域経済が長期停滞傾向にあることや少子高齢化対応､雇用

の確保も大きな課題です｡

このような課題に対応するために､今後､(∋環境 ･エネルギー ･リサイクル分野､②健

康 ･長寿分野､③食や観光等を活かした地域活性化､そして､④アジアを始めとする国際的

交流を柱として我が国の産業を育て､経済成長を確保 しようというのが基本的な考えです｡

～注目される健康ツーリズム～

さて､鹿児島といえば､九州の中でも個性豊かな土地柄でしょう｡ ｢黒｣ブランドの食と

焼酎､火山と温泉を始めとする豊かな自然､東南アジアとの交易や明治維新など幾多の歴史

の舞台でもあります｡

その鹿児島で､鹿児島県健康保養地域活性化協議会 (有村佳子会長)が母体となって､食

と温泉と運動を一体化 した ｢IT湯治｣という取組を進めていますoのんび り温泉につかり

ながら､専門家による健康チェックと管理を行いっつ､地域の食を味わ う､そして､ゆった

りと鹿児島を楽しんでいただこうという寮沢な取組ですOこのような発想は､ ｢健康ツーリ

ズム｣として最近注目度が高まっています｡

地域の自慢である食 と健康と観光の組み合わせは､世界中から幅広い世代の人を引きつけ

る魅ノブがあります｡ しかも､滞在型 ･活動型の取組ですから､長期滞在や リピーターが期待

できます｡また､健康ツー リズムを快適にするためには､健康増進関連事業､外国人向けの

料理や観光サービス､滞在型施設の充実など新たな事業活動の広がりも期待できます｡そう

なれば､地元の人にとっても､より住みやすい地域になるでしょう｡

～そして健康アイランド九州へ～
九州は四方に開かれた土地です｡九州新幹線開業により鹿児島県-の来訪者が増えること

でしょう｡また､長崎県は､中国との歴史的交流窓口であり､福岡県は環境モデル地域とし

て来訪者が増えています｡各方面からの来訪者が､九州の中でゆったり回避して欲しいと思

います｡鹿児島の取組をモデルとし広域連携を進め､九州全体を世界的な健康 リゾー トアイ

ラン ドにしていこうではありませんか｡
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技
術
､
個
人
の
有
す
る
知
識
及
び
技
能

そ
の
他
の
事
業
活
動
に
活
用
さ
れ
る
資

蘇
)
を
有
効
に
組
み
合
わ
せ
て
新
事
業

活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
る
新
た
な
事
業

分
野
開
拓
の
た
め
に
必
要
と
す
る
支
援

を
行
い
ま
す
｡ 

②

創
業
､
事
業
再
生
及
び
再
チ
ャ
レ

ン
ジ

■
創
業

創
業
を
目
指
す
方
を
支
援
す
る
た

め
､
創
業
に
必
要
な
知
識

･
ノ
ウ

ハ
ウ

等
を
付
与
す
る
と
と
も
に
､
各
種
創
業

関
連
施
策
を
活
用
し
､
質
の
高
い
創
業

に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
o 

'
事
業
再
生

中
小
企
業
経
営
者
の
事
業
再
生
を
支

援
す
る
た
め
､
財
務
諸
表
等
に
基
づ
く

経
営
診
断
の
実
施
や
中
小
企
業
再
生
支

援
協
議
会
と
の
連
携
に
よ
る
再
生
支
援

を
行
い
ま
す
｡ 

■
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
継
続
の
見
通
し
が
つ
か
な
い
中

小
企
業
経
営
者
の
事
業
転
換
や
廃
業
経

験
者
の
再
起
業 

(再
創
実
)
を
支
援
す

る
た
め
､
財
務
諸
表
等
に
基
づ
く
経
営

診
断
の
実
施
や
､
早
期
の
事
業
転
換
や

再
起
業
を
支
援
し
ま
す
｡
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中

小

企

業

応

援

セ
ン

タ 

の
特

徴

か
ご
し
ま
中
小企莞

開
所
式 

(平
成 
22
年
4
月
1
日
)

･

-

援

セ

ン
タ
･
が

ス
タ

ト 

県
内
中
小
企
業
が
抱
え
て
い
る

様

々
な
経
営
課
題
に
対
応
す
る
た

め
､
財
団
法
人
か
ご

し
ま
産
業
支

援

セ
ン
タ
ー
､
鹿
児
島
商

工
会
議

所
､
鹿

児
島
県
商

工
会
連
合
会
､

鹿
児
島
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

の
商

工
4
団
体
が

コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム 

(連

合

体
)
を

組

み
､

｢
か
ご

し
ま
中
小
企
業
応
援

セ
ン
タ
ー
｣

と
し
て
､
平
成 
22

年
3
月

26

[口
付

け

で
経
済
産
業
省
か
ら
採
択 

(九

州
で
12

か
所
)
を
受
け
､
平
成 
22

年 
4
月 
1
日
か
ら
業
務
を
開
始
し

ま
し
た
｡

｢か
ご

し
ま
中
小
企
業
応
援

セ

ン
タ

ー
｣
で
は
､
県
内

の
商

工
4

団
体
が
密
接
に
連
携
し
､ 

①
相
談
窓
口
の
設
置 

②
専
門
家
派
遣 

③
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

な
ど
を
行

い
､
地
域
資
源
活
用
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
農
商

工
連
携
等

の
新

事
業

展
開
､
創
業
､
事
業

再
生
､

再
チ

ャ
レ
ン
ジ
な
ど
中
小
企
業

の

高
度

･
専
門
的
な
経
営
課
題

へ
の

対
応
を
支
援
し
て
い
ま
す
｡ 

○
支
援

課

題

専
門
家
派
遣
を
通
じ
て
､ 
5
つ
の

高
度

･
専
門
的
な
経
営
課
題
に
対
応

し
ま
す
｡ 

①
新
事
業
展
開 

■
経
営
革
新

中
小
企
業
の
新
事
業
展
開
に
向
け
た

計
画
策
定

･
実
施

･
検
証

･
改
善 

(p 

D
C
A
)
を
支
援
し
､
経
営
革
新
計
画

の
承
認
に
繋
げ
､
着
実
に
実
施
す
る
体

制
の
構
築
を
支
援
し
ま
す
｡ 

■
地
域
資
源
活
用

地
域
の
特
徴
的
な
素
材
や
技
術 

(也

域
資
源
)
の
活
用
に
よ

っ
て
､
中
小
企

業
が
新
商
品
開
発
や
販
路
開
拓
､
ブ
ラ

ン
ド
構
築
等
を
行
う
際
に
必
要
と
す
る

支
援
を
行
い
ま
す
｡

』
農
商
工
等
連
携

農
林
漁
業
者
と
の
連
携 

(農
商
工
等

連
携
)
に
よ

っ
て
､
中
小
企
業
が
新
商

品
開
発
や
販
路
開
拓
､
ブ
ラ
ン
ド
カ
構

築
を
行
う
際
に
必
要
と
す
る
支
援
を
行

い
ま
す
｡

『
新
連
携

分
野
を
異
に
す
る
事
業
者
が
有
機
的

に
連
携
し
､
そ
の
経
営
資
源 

(設
備
､

I



③
事
業
継
承

親
族
内
及
び
親
族
外

へ
の
事
業
承
継

中
小
企
業
応
援

時
に
生
じ
る
様
々
な
課
題
に
悩
む
中
小

企
業
経
営
者
や
後
継
者
等
を
支
援
す
る

た
め
､
事
業
承
継
に
関
す
る
専
門
家
等

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
中
小
機
構

の
事
業
承
継
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連

携
し
な
が
ら
､
円
滑
な
事
業
承
継
に
向

け
た
支
援
を
行
い
ま
す

｡ 

④
も
の
づ
く
り
の
高
度
化

中
小
企
業
の
も
の
づ
く
り
の
高
度
化

を
支
援
し
､

｢中
小
企
業
の
も
の
づ
く

り
基
盤
技
術
の
高
度
化
に
関
す
る
法

G

律
｣
の
特
定
研
究
開
発
等
計
画
の
認
定

等
に
繋
げ 
'
着
実
に
研
究
開
発
を
実
施

す
る
体
制
の
構
築
を
図
る
と
と
も
に
､

事
業
化

へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
｡ 

⑤
新
た
な
経
営
手
法

へ
の
取
組 

■
I
T
を
活
用
し
た
経
営
力
強
化

中
小
企
業
が
､ 
I
T
活
用
に
よ
る
財


務
会
計
の
整
備
や
管
理
会
計
の
導
入
等


に
よ
り 
'
自
ら
の
経
営
課
題
の
把
握
や


経
営
計
画
の
策
定
､
目
標
達
成
状
況
の


モ
ニ
タ 
-
ン
グ
を
可
能
と
す
る
仕
組
み


構
築
を
支
援
し
ま
す
｡
 

■
知
的
資
産
経
営


中
小
企
業
が
有
す
る
技
術
や
創
造


力
､
人
脈
や
信
頼
等
の
無
形
の
資
産
 

(知
的
資
産 
)
を
文
書
化 

(
｢見
え
る

化
｣ 
)
し
､
信
用
力

･
経
営
力
の
強
化

に
繋
げ
る
取
組
を
支
援
し
ま
す
｡ 

セ
ン
タ
ー
が

ツ
ー
ル 

中小企業応援センターの貫操の流れ

)かごしま産業支援センター TEL:099-219-1529 TE

TEL:099-226- TEL:09

用
意
す
サ9
支
援

①
専
門
家
派
遣

中
小
企
業
か
ら

の
ご

支
援
機
関
か
ら

の
要

て
､
中

小

企

業

の
抱

度

･
専
門
的
な
経
営

決
に
最
適
な
専
門
家

ま
す
｡ 

②
セ
ミ
ナ
ー
開
催

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

課
題
解
決
に
有
益
な
情

供
等
を
行
い
ま
す
｡ 

③
窓
口
相
談

経
営
課
題
に
対
応

窓

口
を
定
期
的

に
開

題
を
把
握

し
た
上

で
､

援
に
繋
げ
ま
す
｡

相
談
や

に
応

請

じ

え

る

高
の
解

課
題

を
派
遣

し営

し
､
経

報

の
提

し
た
相
談

設
し
､
課

各
種
支

5892

5-

222-

9533

9-

L:099-22･鹿児島商工会議所 
1鹿児島県中小企業団体中央会3773


但オ･

1鹿児島県商工会連合会 
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ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト


削
減

へ
の
挑
戦


皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
､
富
士
ゼ

ロ
ッ

ク
ス
鹿
児
島
の
今
富
と
申
し
ま
す
｡
前

回 

(2
0
1
0
年 
2
月
号
)
は

｢
I
T

経
営
の
ス
ス
メ
｣
と
題
し
て
中
小
企
業

が
Ⅰ
経
営
を
実
現
す
る
為
の
ポ
イ
ン
ト

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

今
回
は
実
際
に
I
T
を
活
用
し
て
効
果

を
上
げ
て
お
ら
れ
る
企
業
の
事
例
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

◆	

は
じ
め
に

今
回
､
事
例
と
し
て
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
く
企
業
は
南
さ

つ
ま
市
加
世
田
小

湊
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人

幸
尋
会

介
護
老
人
福
祉
施
設

よ
う
と
く
園 

(養
徳
園
)
様
で
す
｡
介
護
保
険
シ
ス

テ
ム
の
複
雑
化
に
伴
い
､
社
会
福
祉
法

人
の
事
務
作
業
も
多
様
化
し
､
事
務
処

理
の
ス
ピ
ー
ド
化
や
情
報
の
共
有
､

コ

ス
ト
削
減
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題

と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
介
護

ようとく園職員のの皆さん(向かって右端が樺山事務長)

アすることがきました

福
祉
職
員
の
勤
務
形
態
の
複
雑
さ
に
よ


る
適
正
化
の
チ

ェ
ッ
ク
等
に
膨
大
な
時

文書共有･統制環境構築


間
を
費
や
し
て
い
る
と
い
う
課
題
も
あ

また文書デメリットのの一


り
ま
し
た
｡
そ
こ
で
､
よ
う
と
く
圃
様

つに保管の問題もあり視で


で
は
文
書
の
電
子
化
な
ら
び
に
シ
フ
ト

せん膨大な紙文書の管理


管
理
ソ
フ
ト
を
導
入
す
る
こ
と
で
こ
れ


ら
の
課
題
を
克
服
さ
れ
ま
し
た
｡ 

インダーや保管ははた文書(段ボール箱箱)など


X

◆
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
削
減	

れをバイン11フォルダダに
ーススが必要ととなります｡こ

月
ベ
ー
ス
で 
1
万
枚
を
超
え
る
紙
文

キャビネットサバーーーへ移行

書
の
出
力
と
､
そ
の
文
書
管
理
､
ま
た

ことよりその場にに居な

過
去
の
膨
大
な
資
料
整
理
に
忙
殺
さ
れ

索閲･･回覧覧などの文書

て
お
り
､
そ

の
維
持
管
理
に
掛
か
る

共有が随時行えます(図②)

ト
ー
タ
ル

コ
ス
ト
は
計
り
し
れ
ま
せ

ん
｡
そ
こ
で
文
書
管
理
ソ
フ
ト
を
導
入

し
､
紙
の
電
子
文
書
化
を
図
り
､
コ
ス

で｡ 

｡	 ◆

らがるす
､､

手､庫､､ ｡軽､紙､ 絶 は 覧 回 軽 に や け検､ ､ ペ た間 バま まに き	 ､ 

の

者からの見積りや諸連そしも日に0いXだけで1枚は下らな駄なAX･この広広告告‥A 無FF｡絡､て

ト
削
減

･
業
務
の
効

強
化

◆

･
セ
キ

ユ
-
テ

率
化

ィ
強

･
組
織
力

化
に
取
り
組

このFAXを全て『文書管理ソ

作
成

山力はゼロになりFAXの仕分 』することににより

情報2100 

力､紙出ト､フ

yKISCMa

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡ 

から｡､馬鹿になりませんそこで

紙
中
心

ま
ず

の
環
境
か
ら
の
脱
却

手
始
め
に
電
子
情
報 
(
p
c


資
料
な
ど
)
を

｢紙
に
出
さ
ず
に
電
子に

ながら管理も机にい出来る

に	

､ァロイリング業務も大幅 AX配布による移動時間､Fゼフめもた

化
｣ 
(図
①
)
し
､
出
力
枚
数
の
削
減

つ
な

は
､
ケ

て
必
要 げ

ま
し
た
｡
紙
文
書

の
出
力

ア
プ
ラ
ン
な
ど
､
紙
文
書

ら
､

不
可
欠
な
も

､
議
事
録
や
報

の
か

文
書
な

と
し

F 
A 

減されるといった効果が即時議事録 れましたFA管理に成､'引続ききや報告書し現功X｡に

告
書
､
回
覧

ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
｡

れ

なども同様に文文書書管理ソに出力を移行その削減効果ト｡フ

そ
の
中

い
の
が 

で
､
出
力
枚
数
と
し

な

て
侮

か
ら

F 
A 
X
で
す
｡
行
政

絡
､
業	 

96万円のコト削減を実現
大8カ月月末現在)でで33年削間減目標0万円を早期にクリ4ス｡.
(

の

関
連
事
業
所

通
達
や

か
ら
の
連

データを出力してファイリング

子子化｣｢ず電電数削減なま情報を紙さ出出力枚げすしのにににつo､

6
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国②

◆
シ

フ
ト
管
理

ソ
フ
ト
に
よ
る
業
務
効

率

ア
ッ
プ

介
護
福
祉
施
設
に
限
ら
ず
様

々
な
業

種
業
態

で
社
員
や
ア
ル
バ
イ
ト

の
シ
フ

ト
等
を
作
成
す
る
管
理
者

の
方
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
従
業
者

の
方
も
多
く

の
悩

み
を
抱
え
て
い
ま
す
｡

【
シ
フ
ト
作
成
者
の
悩
み
】

･
シ
フ
ト
を
作
成
す
る
の
に
時
間
が

掛

か

る 

( 

間
く
ら

い
掛

か

る
こ
と
も
あ
る

週
1

)

･
適
正
化

の
チ

ェ
ッ
ク
に
膨
大
な
時

間
が
か
か
る

･
個

々
人
の
相
性
や
新
人
と
ベ
テ
ラ

ン
の
組
み
合
わ
せ
等
が
大
変


【従
業
者
の
悩
み
】


･
急
な
休
み
が
取
り
づ
ら

(
シ

ト
作
成
者

れ
る
)

に
嫌
な
顔
を

フ

さ い

･
特
定

の
個
人
に
負
荷
が
集
中
し
て

し
ま
う

･
希
望
通
り
の
シ
フ
ト
が
組
ま
れ
て

い
な
い

こ
れ
ら

の
問
題
を
解
決
す
る
為
に
､

よ
う
と
く
圃
様

で
は
シ
フ
ト
管
理
ソ
フ

ト
を
導

入
さ
れ
ま

し
た 

(図
③
)
｡
今

ま
で
非
常
に
時
間

の
掛
か

っ
て
い
た
勤

務
表

の
作
成
が
条
件
を
入
力
す
る
だ
け

で
す
ぐ
に
作
成

で
き
る
こ
と
や
､
従
業

者

の
急
な
休
み
に
も
す
ば
や
く
対
応

で

き
る
こ
と
で
シ
フ
ト
作
成
者

の
作
業
負

担
を
削
減

で
き
ま
し
た
｡
ま
た
､
従
業

者

の

負

荷

の

平

準

化
､
適

正

化

の

チ

ェ
ッ
ク
等
が
す
ば
や
く
行
え
る
よ
う

に
な

っ
た
こ
と
で
他

の
グ

ル
ー
プ
と

の

バ
ラ
ン
ス
や
適
正
な
人
員
配
置
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
｡
さ
ら
に
シ
フ
ト
作
成

者

の
精
神
的
負
担

の
軽
減
や
従
業
者

の

方

々
も
休
み
が
取
り
や
す
く
な

っ
た
こ

と
に
よ
る
職
場
環
境

の
改
善
に
も

つ
な

が
り
ま
し
た
｡ 

◆

地
域
に
開
か
れ
た
法
人
を
目
指
し
て

最
後
に
､
よ
う
と
く
園
の
樺
山
事
務

長
は
I
T
化
を
進
め
た
こ
と
で
削
減

で

き
た
時
間
や

コ
ス
ト
を
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
に

つ
い
て
次

の
よ
う
に
述

べ
ら

れ
て
ま
す
｡

｢よ
う
と
く
園
で
は
､
地
域

に
必
要
と

さ
れ
る
法
人
で
あ
る
た
め
､
積
極
的
な

情
報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
｡

一
つ
に

広
報
誌 
(年 
4
回
)
の
発
行
｡
法
人
の
活

動
内
容
や
､
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
者

の

近
況
や
思

い
出
ま
で
広
く
発
信
｡
平
成 

20
年 
10
月
に
は
､
社
団
法
人
全
国
老
人

, 

福
祉
施
設
協
議
会

の
広
報

コ
ン
テ
ス
ト

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
｡

ま
た
､
地
域
交
流

の

一
環
と
し
て
フ

事 i

ラ
ダ

ン
ス
チ
ー

ム
を
持
ち
､
法
人
内
外


の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
､
喜
ん
で
い
た


だ

い
て
お
り
ま
す
｡
当
該

フ
ラ
ダ

ン
ス


チ
ー
ム
に
は
男
子
チ
ー
ム
(
10
名
)
も
あ


り
､
マ
ス
コ
ミ
等

で

も
取
り
あ
げ
ら
れ


l330E

る
な
ど
､
地
域

･
法
人

の
P
R
に

一
役

▼3土+

lーF‡‡-

か

つ
て
お
り
ま
す
｡

25fl

▼辛

こ
の
他
､
地
域

で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

2火 

汁!Z

21l

活
動
も
実
施
｡
隣
接
地
に
小
学
校
が
あ

る
こ
と
か
ら
､
毎
朝
登
校
時

の
交
通
安

全
立
哨 
(横
断
歩
道
旗
振
り
)
､
下
校
児

童

の
安
全
を
見
守
る

｢安
全
パ
ト

ロ
ー

ル
｣
な
ど
､
社
会
福
祉
法
人

の
使
命
と

し

て
地
域

貢
献

活
動

に
努

め

て

い
ま

す
｡
今

後

も

地
域

の

ニ
ー

ズ

に
合

わ

こす

せ
､
活
動

の

い
ま
す
｡

経
営
者

向
け
た
取
組

た
て
れ
ば
幸

幅
を
広
げ

の
方

々
の

み
に
､
少

たし

い
で
す
｡ 

SSM

l tmaom

I

i)
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き

っ
か
け
は

平
成 
10
年 
4
月
､
主
婦
専
業
の
私
が

褒

睦

経

書

二
人
の
子
供

の
進
学

･
入
園
で
昼
間
の

時
間
が
空
く
よ
う
に
な
り
､
ち
ょ
う
ど

桜
島
の
素
材
を
活
か
し
て

有限会社 さくらじま旬彩館

代表取締役 中島 孝子

鹿児島市桜島横山町1722-48 
Teュ 099-293-3387 
Fax 099-293-3383

タ
イ
ミ
ン
グ
良
く

｢桜
島
の
加
工
品
作

り
を
し
て
み
な
い
ね
｣
と
い
う
お
誘
い

を
受
け
ま
し
た
｡
仕
事
を
始
め
る
と
い

う
よ
り
は
､
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
近

い
形
で
の
新
メ
ン
バ
ー
と
し
て
､
平
成 

10
年
度

の
加
工
グ
ル
ー
プ
の
総
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

当
時

の
メ
ン
バ
ー

の
方

々
は
､
私
の

母
と
同
じ
く
ら
い
か
､
そ
れ
よ
り
も

っ

と
年
配
の
方
が
多
く
少
し
不
安
を
感
じ

な
が
ら
の
入
会
で
し
た
｡

し
か
し
､
何
よ
り
物
を
作
る
事
が
好

き
だ

っ
た
の
で
､
最
初
は
現
場
で
先
輩

方
に
色
ん
な
加
工
技
術
を
教
わ
り
､
幅

広
い
商
品
作
り
に
役
立

つ
よ
う
に
極
力

研
修
会
等
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
｡

そ
ん
な
中
､
自
分
た
ち
で
運
営
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
､
そ
こ
で
､
私
に
白

羽
の
矢
が
立
ち
､
加
工
は
も
ち
ろ
ん
経

営
管

理
ま

で
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
｡簿

記
経
験

の
全
く
な
い
私
は
､
当
時

の
鹿
児
島
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
が

実
施
し
て
い
た
パ
ソ

コ
ン
複
式
簿
記
講

習
会
に
約
半
年
通
い
､
何
と
か
理
解
で

き
る
ま
で
に
な
り
そ
の
後
へ 
10
年
か
け

て
財
政
､
製
造
､
販
売
､
商
品
管

理
､

勤
務

シ
フ
ト
等
の
環
境
作
り
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
｡

さ くらじま旬彩館の商品

社
員
に
さ
さ
え
ら
れ
て

平
成 
7
年
4
月
に
こ
の
桜
島
町
農
産

加
工
グ

ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
､
こ
れ
ま

で
諸
先
輩
方
が
大
変
御
苦
労
を
さ
れ
て

こ
こ
ま
で
築
き
と
げ
て
来
た
桜
島

の
加

工
品
作
り
に
対
し
て
､
こ
れ
か
ら
の
私

達
に
何
が
出
来
る
の
か
､
ま
た
､
打
ち

続
く
桜
島
の
降
灰
に
悩
む
農
家
の
生
産
者

の
為
に
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
を
考
え

さ
せ
ら
れ
､
日
々
商
品
開
発
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
｡
そ
の
中
で 
1
番

恵
ま
れ
た
事
は
､
社
員
の
メ
ン
バ
ー

一

人
ひ
と
り
が
私
を
支
え
て
く
れ
､
何
を

始
め
る
に
も
瞳
を
輝
か
せ
積
極
的
に
協

力
し
て
く
れ
る
姿
勢
で
し
た
｡
こ
の
メ

ン
バ
ー

の
た
め
に
も
何
が
出
来

る

の

か
､
さ
ら
に
私
の
出
来
る
事
に
挑
戦
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
｡

そ
し
て
､
若
輩
者
で
人
生
経
験
も
浅
く

頼
り
な

い
で
す
が
､
皆

の
力
を
借

り

て
､
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
｡

素
晴
ら
し
い
素
材
を
い
か
し
て

㈲
か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の

平
成 
21
年
度
重
点
業
種
研
究
開
発
支
援

事
業
に
採
択
さ
れ
､
多
大
な
成
果
を
上
げ

る
事
が
出
来
た
と
同
時
に
､
大
き
な
自
信

を
持
て
ま
し
た
｡
約 
8
カ
月
間
と
い
う
期

間
の
中
で
､
桜
島
小
み
か
ん
の
青
切
り
小

み
か
ん
の
新
商
品
開
発
に
取
り
組
み
ま

し
た
｡
素
晴
ら
し
い
研
究
メ
ン
バ
ー
の

方
々
に
も
め
ぐ
り
会
い
､
本
当
に
充
実
し

た
8
ケ
月
間
で
し
た
｡
そ
し
て
､
改
め
て

私
達
の
住
ん
で
い
る
桜
島
で
育

っ
た
桜
島

小
み
か
ん
は
素
晴
ら
し
い
み
か
ん
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
､
そ
の
小
み
か
ん
で
作
る

加
工
品
は
も

っ
と
素
晴
ら
し
い
ん
だ
と

い
う
事
が
証
明
さ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま

し
た
｡

作
り
と
桜
島

の 

8


来
年 
3
月
の
新
幹
線
全
線
開
業
に
向

け
､
今
後
さ
ら
に
本
物
を
追
求
し
た
モ
ノ

p
R
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
｡

さくらじま旬彩館のみなさん
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ベ

ン
チ
ャ
ー
プ
ラザ

コ
ーナ
ー
◎

第 
44
回
ベ
ン
チ
ャ

ープ
ラ

鹿
児
島 

ザ
)

【タラチネケミカルの商品】 

(商
品
の
特
徴
)

シ
ラ
ス
バ

ル
ー
ン
の
ガ
ラ
ス
質
の
硬

度
が
ガ
ラ
ス
面
の
硬
度
と
ほ
ぼ
同
時
で

あ
る
た
め
に
､
粒
径
が
多
少
大
き
く
て
も

ガ
ラ
ス
面
等
に
全
く
キ
ズ
付
け
る
こ
と

発
表
後
の
成
果 
.
感
想

二
水
会

で
発
表
の
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
く
ま

で

一
度

も
製
品

の
紹
介
を

行

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
｡

今
回
､
よ
り
多
く
の
方
に
水
ア
カ
､

油
膜
は
き
れ
い
に
除
去
で
き
る
こ
と
を

知

っ
て
い
た
だ
き
､
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン

ス
が
広
が
り
ま
し
た
｡

今
後
は
､
も

っ
と
多
く
の
方
に
認
知

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

思
い
､
機
会
あ
る
ご
と
に
展
示
会
な
ど

に
も
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
た

い
と

思

っ
て
い
ま
す
｡
発
表
の
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
き
､
改
め
て
感
謝
し
て
い
ま

す
｡

今
後
の
展
望

商
品
の
認
知
度
を
高
め
る
た
め
の
努

力
､
そ
し
て
新
し
い
商
晶
開
発
､
社
会

ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
商
品
を
皆
様
に
提
供

し

て
い
き
､
営
業
に
力
を
入
れ

一
般
市
場

を
含

め
全
国
に
広
げ

て
い
き
た

い
と

思

っ
て
い
ま
す
｡
海
外

へ
も
市
場
を
広
げ

る
た
め
の
行
動
も
始
め
て
い
ま
す
｡ 
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発表する迫社長

な
く
水
ア
カ
､
油
膜
を
除
去
で
き
ま
す 
O

6876-962-
日置市吹上町中原2

877 099
19-

:
45
FAX:

ive.lo@karuik ineem:t haraclimaE-
p
ll jpaaor. .


他
社
製
品
は
､
研
磨
系
の
場
合
､
硬
度

の
硬
い
物
質
を
使
用
し
て
い
る
た
め
､
粒

径
を
小
さ
く
し
な
け
れ
ば
対
象
面
に
キ

ズ
が
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
｡
粒
径
が
小
さ

い
と
水
ア
カ
､
油
膜
の
除
去
が
非
常
に
難

し
く
な
り
ま
す
｡

当
社
の
製
品
は
､
水
ア
カ
､
油
膜
､
酸

焼
け
な
ど
に
対
応
す
る 
3
種
類
の
物
質

を
い
れ
る
こ
と
に
よ
り
､
よ
り
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
仕
上
が
り
､
ま
た
､
環
境
に
優

し
い

エ
コ
ク
リ
ー
ナ
ー
で
す
｡

な
お
､
平
成 
21
年
度
鹿
児
島
県
発
明
く

ふ
う
展
で
鹿
児
島
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
｡

099 6-962-

発
表
内
容 

(企
業
紹
介
)

平
成 
13
年
頃
か
ら
す
べ
て
の
ガ
ラ
ス

面 

(車
両
､
船
舶
､
温
泉
施
設
､
窓
ガ
ラ

ス
等
)
や
陶
器
類
､
ス
テ
ン
レ
ス
製
品
､

石
材
等

の
水
ア
カ
'
油
膜
除
去

エ
コ
ク

リ
ー
ナ
ー
の
開
発
を
ス
タ
ー
ト
し
､
4
年

の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
ま
し
た
｡

平
成 
17
年

日
月
に
㈲
タ
ラ
チ
ネ
ケ
ミ

カ
ル
を
設
立
.
国
内
特
許
を
取
得
｡

会
社
設
立
後
テ
ス
ト
販
売
を 
3
年
以

上
に
わ
た
り
実
施
し
､
1
回
の
ク
レ
ー
ム

も
発
生
し
な
か
っ
た
の
で
､
今
年
よ
り
本

格
的
な
販
売
を
始
め
ま
し
た
｡
1 

九
州

の
新
幹
線
､
在
来
線
､
大
手
バ
ス
会
社
､

有
名
ホ
テ
ル
等
で
の
実
績
も
で
き
ま
し

た
｡(商

品
開
発
の
き
っ
か
け
)

シ
ラ
ス
バ
ル
ー
ン
で
ボ
デ

ィ
磨
き
の

テ
ス
ト
を
さ
せ
て
も
ら
い
に
中
古
屋
さ

ん

へ
行
く
と
､

｢ボ
デ

ィ
ー
よ
り
ガ
ラ

ス
面
の
水
ア
カ
､
油
膜
が
簡
単
に
除
去

R

で
き
る
と
全
国
で
売
れ
る
｣
と
の
話
か


ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
｡


私
は
､
も
と
も
と

ヨ
ッ
ト

マ
ン
で
シ


ラ
ス
バ
ル
ー
ン
の
事
は
何
も
わ
か
り
ま


せ
ん
で
し
た
の
で
､
鹿
児
島
県
工
業
技


術
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が


ら
'
他
社

製

晶

の
長

所
､
短

所

を

調

べ
､
他
に
な

い
水
ア
カ

･
油
膜
除
去

エ

コ
ク
リ
ー
ナ
ー

の
開
発
が

で
き
ま

し

た
｡

LTE

有限会社タラチネケミカル

代表取締役 迫 正人
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静 毎 新 』 机 鞄 臓 物 蜘 亀 健 爾

観光関連施設整備のための融資制度を創設しました

･■-
ヽ

1
I .6_I - ～

I 

/ll 

_禁 )ミ 
･ も 息

融 撃 墜 童 

/･-･帝ヽ｢も

FIJ し立JI叫- ③ 地

や Lへ ､ 二 ､

｣琴 葦 垂 空 

融 賓 限 度 額 

県内で1年以上事業を行っている中小企業者及び組合で,県内において観光関連事

業を営んでいるか参入を図ろうとするものであって,観光旅行者の来訪の促進に必要

な次のいずれかの施設の整備※を行うもの

銅 施 設 誓 ② 梯 七料 理 完 蒜 妄 ~､ ､＼

域 特 産 物 の 販 売 備 設 壷 . ◎ そ の 他 の 観 光 に 開l■

※｢施言豆の-整備｣とは,建物の新築丁増改築･改修,設廟の導入または更新をいいます｡

運転音金一設備貸金 1億5,000万円
(ただし,運転賃金は施設の整備に伴い必要となる経費に限る.)

r L Lri-:

l- ､I.､L

す る 施 設

償 還 方 法 毎月均等分割 ll

連 帯 保証 人 保証機関の定めるところによる l

担 保 保証機関の定めるところによる

取 扱 金 融 虎児児烏興業信用組合,島銀行,南日本銀行鹿児島県庭師信用組合,鹿児島相互信用金魚奄美信用組合 奄美大島信用金庫鹿 鹿児島信用金嵐

.-銀行 
■

機 関 商土中金,福岡銀行,肥後銀行,宮崎銀行 西日本シティ銀行,熊本フアミ) , l

宮崎太陽銀行(県外に本店を有する金融機関については県内営業店に限る.)

借 入 申請 に
0観光かごしまよかとこ筈金対象事業認定書 

必 要 な 書 楚 ○信用保証委託申込書 0県民税及び市町村民税の納税証明書

利 率 

保 証 料 率

議 書 期 間

1年以内 年1_% .% 年以内年21̂ 
9 1年超3年以内 年20 3年起5 ,0
5年超7年以内年23 7 0 r% 0 変動金利_% 年超1年以内年27 1年超

年Oー3 年15%( :1%～ ..8 リスク考慮型信用保証料率 にJる)

運転資金 7年以内(据置24月以内)設備賃金 15年以内(据畳36月以内)

ll-: -直は=L事 
2011年 3月 九州新帝j挨全線粥養 . 

- ご相談は最寄りの商工会議所 ･商工会等へどうぞ -

10 情報KISC May2010 
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魅 琶 勢 家 箇 ゐ 紛 腎

鹿児島T LOでは鹿児島大学 ･鹿児島高専 ･鹿屋体育大学の研究者の研究成果を企業の新規事業

等-活用 していただくために､産学官連携や技術移転活動を行っています｡ 今回は､鹿児島大学が

出願 し､鹿児島 TLOが移転活動を行っている下記発明を御紹介いたします｡

【発明の名称】 力覚提示装置 【出願人】 国立大学法人鹿児島大学

【発明者】 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 教授

鹿児島大学大学院理工学研究科 准教授


【出願番号】 特願 2007-326502 【出願日】 平成 19年 12月 18日

【発明の概要】 本発明は脳卒中により腕の自由が利かなくなった患者のリハビリ装置です｡永久

磁石と電磁石を組み合わせた補助装置で､伸張反射を利用したリ-ビリを支援しま

す｡

従来は機械の力で他動的に屈伸運動 していまし

たが､この装置では自力で動かすため､機械の

誤作動などの不安を解消しています｡

☆鹿児島大学の工学部と医学部の先生が連携し

て作成した試作機は機械に対する不安を解消

する安全装置を搭載しています｡

☆リハビリの成果をPCに記憶できます｡

☆共同発明者の医学部教授はリハビリについ

て､広い知見を持ち評価されています｡

この装置以外にも多数の発明品があります｡

学との共同qf死や

事業化についてのご相談

を訴待ちしてい手す .I

【移転対象】

★福祉器具製造〆-

株式会社鹿児島TLO 【 p// wkl.oj/htt:vvvv.toc.p 】

〒890-0065 鹿児島市郡元 1-21-40 鹿児島大学内 
TE 918-6 F 9-8 62 -a no toc.pL O924131 AX O924113 EM nif@kl.oj
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/I
酬かごしま産業支援センターでは､県内の中小企業に対し､より充実した支援を行 うために､

腕
は芽r

/.
I･:::.
言∴/
 

鹿児島県からの委託により､平成 22年度から新 しい事業を開始 しました｡ 

産学官連携サポーター事業
鹿児島県内中小企業の新製品 ･新技術等の研究開発を促進するため､県内の大学等が保有する

研究シーズと県内企業のニーズをマッチングする機会の創設や､大学等の研究シーズを県内企業

向けに発表する場の設定､さらに国等の公募型共同研究事業等の獲得を促進するための事業説明

会等を実施するため ｢産学官連携サポーター｣を設置 しました｡

事業内容

･Jf ンア-の開催

研究パー トナー､共同研究企業を探す機会とするため､鹿児島大学､鹿児島高専や各地域企業

の研究室などを訪問するツアーを開催 します｡

･ 貢望事業説明会JTpEl-罷

国などが実施する公募型事業についての説明会を開催します｡


弓三買言記]説明会 J,甲 T重
公募型事業の獲得に向けた申請書の記入についての説明会を開催するとともに､必要に応 じ

て提案方法についての指導を行います｡

･鯨 訓相談窓口 Jl設置

提案に意欲的な企業に対しては､個別相談窓口を(財)かごしま産業支援センター産学官連携

課に設置し､提案書の具体的作成方法やプレゼンの仕方等を指導します｡

中小企業等人材高度化育成事業
地域の将来を担 う中小企業等の人材育成,レベルアップを図るため､人材育成推進員を設置

し､地域の中小企業等が抱える課題や必要としている研修等について調査をし､その結果を踏ま

えて新たに人材育成事業を実施します｡

事業内容 
-ズの調査事滝T､ _

(財)かごしま産業支援センターで実施 している研修事業の普及啓発を行 うとともに､地域

の中小企業等が抱える問題､課題､要望等を直接訪問等により調査を行い､ニーズに応 じた

新たな研修項目の検討を行います｡

･新規施設内外モ利彦 }実施

研修ニーズの調査に基づき､新たな施設内研修等を実施するほか､地理的､時間的問題から

施設内での各種研修の受講が難 しい中小企業等に講師を派遣するなど施設外研修を実施

します｡

施設内研修 10講座

施設外研修 10回


･;丁十倍 帝の提供

市町村､大学及び各種団体等が行 う研修等の調査を行い､現在 (財)かごしま産業支援セン

ターが実施 している研修等にこれらを加えてデータベース化 し､中小企業等-情報提供 しま

す｡ 

ii=

10 
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中小企業の皆様の情事馴ヒ推進を支援します

鹿児島県のふるさと雇用再生特別基金事業を活用して､ 21年度から実施している ECコーディ

ネーター設置事業を拡充するとともに､新たに中小企業情報活性化応援事業を始めました｡

中小企業情報活性化応援事業では､県内中小企業の皆様のホームページ作成 ･更新に関する小規

模 ･多様な相談や派遣ニーズに無料で支援 (助言 ･指導)する体制をとり､ ICT活用レベルの底

上げを目指すとともに､中小企業からの発注ニーズに応えられる県内中小ベンダーとのマッチング

による受注機会の増大を図ります｡

さらに､好評を得ている ECコーディネーター設置事業では電子商取引 (ネット通販等)におけ

る商品の企画､広告､販売促進など支援(助言 ･指導)するマーケテイングコーディネーターを設置

して中小企業の皆様の EC導入 ･活用を促進します｡

相談や派遣に伴 う費用は無料です｡是非ご活用ください｡

らの相談内容 支援梅具

中小企業
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No. 所在地 発 注 品 目 数 量 加 工 内 容 発 注 条 件 有効年月日 

1 薩 摩川内市 自動機製作 協議 自動機組み立て･･電気配線組付け 構内下請での対応 H22.7.

受発注情報 l

当センターでは､仕事を発注 ･受注 したい企業の希望条件 (設備 ･技術力等)に見合った取引の

紹介あっせんを行ってお ります｡今月は､下記の企業から発注の申し込みがきてお りますので

あっせんの御希望がありましたら御連絡 ください｡

htt･//wwwp(また､センターのホームページでも御覧いただけます｡ 

◆発注情報 

31

平成 22年度下請振興事業のご案内

平成 22年度の ビジネス支援課の事業概要を紹介 しますので､積極的な御利用をお願いいた します｡

◆取引の紹介あっせん

仕事を ｢発注 したい｣･｢受注 したい｣企業の希望条件 (設備･技術力等)に見合った取引先の紹介や

各県支援機関との連携による広域的な紹介あっせんを行います｡

<取引あっせんのしくみ>

①まず､企業の概要を当センターに登録 してください｡

②各企業からの申し出 (受注･発注)により希望に応 じた企業の紹介.あっせんを行ないます｡ 

(県内企業の紹介をはじめ､県域を越えた企業紹介も行ないます｡)

E

③企業間折衝後､結果の報告をお願いします｡ 

T

(取引不成立の場合は､再度､企業紹介を行ないます｡)


つせんなどは､全て無料です｡


【お問合せ先】
 

(財)か ごしま産業支援センター ビジネス支援課
 

L:099 -A721-912- 4 FX:099 -721-912 9 E ki ｣po rcor p. . .@essb iusn
:
lima

情報KISCMay2

)ki ｣rcorp. ..

41 010



Information

◆販路 ･取引先開拓支援

中小企業を対象として開催される見本市への本県中小企業の出展を支援し､加工技術･製品開発力を広

く紹介するとともに､販路及び新規取引先開拓の機会を提供します｡

また､発注企業と本県受注企業による個別商談会を県外で開催するとともに､県単独の商談会を鹿児島

市内で開催するなど､本県中小企業の新規取引先の開拓を支援します0

開催日および開催場所については､詳細が決まり次第､当センターのホームページや情報誌 ｢KISC｣等

に掲載するとともに､対象となる業種の登録企業に御案内いたします｡

広域商談会 (現地商談会) 鹿児島県取引情報交換面談会

開催日 :平成 22年 11月 (予定) 開催日 :平成 23年 2月 (予定)

開催場所 :関西地区 (予定) 開催場所 :鹿児島市内


◆各種情報の収集 ･提供

専門調査員が県内企業を訪問し､発注･受注案件や各種情報等を収集･提供するほか､中小企業が抱え

る技術､生産管理､新規取引先の開拓等の諸問題に対する適切な助言を行います｡

また､受発注情報に関する調査を定期的に行い､当センターのホームページや情報誌 ｢KISC｣で受発注

案件を提供します｡

<専門調査員の御紹介>

当センターでは､発注情報及び企業動向の情報収集や提供のため､専門調査員による巡回訪問をさ

せて頂いておりますOまた､経営･技術等の諸問題についても､その解決に向けて適切なア ドバイス

をいたしますので､お気軽にご相談 ください｡

しん や しき た つ み

専門調査員 :新屋敷 辰美 (中小企業診断士) 

(主な業務)

･発注情報及び企業動向の情報収集 ･提供

･中小企業に対する加工技術､生産管理等の諸問題に関する助言
 

(得意分野)

･販売管理､財務管理

◆取引適正化の推進

下請取引改善講習会の開催や情報誌 ｢KISC｣での情報提供等により､下請関連法令 (下請代金支払遅延

等防止法･下請中小企業振興法)の普及･啓発に努め､ トラブルの未然防止と取引の適正化を推進いたし

ます｡また､中小企業の取引上のさまざまな悩みや相談ごとに親身に対応するために､下請かけこみ寺を

設置し､下請法や中小企業の取引問題に知見を有する専門家が適切なア ドバイス等を行います｡

相談を希望される方は､事前のご連絡をお願いいたします｡

○その他

･九州合同発注開拓調査 (年 2回､ 6 ･11月に実施､調査発注企業約 1, 100社)

･登録企業概要調査 (平成22年11月調査予定) ･登録企業名簿 (平成23年3月発行予定)

･情報誌 ｢KISC｣ (隔月発行) .取引あっせん効果分析調査 他

【お問合せ先】 (財)かごしま産業支援センター ビジネス支援課 

TEL:0991219-1274 FAX:099-219-1279 E-mail:busjness@po.kric.or.jp
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当センターの上野原ビジネスプラザでは､起業家や新たな事業分野-の展開を目指す中小企業の方々に､ 
時間無料でインターネット接続サー ビスが利用できる快適で低廉な料金のインキュベータルームを用意

し､皆様の入居をお待ちしています｡

4
2


･インキュベータルーム 
積 : 

(平成 年5月1日現在 6室が空室)22
室 
52m

22
1111.
-
152m.
3
面

円～2
1
96,
4
 円3
5
18,
3
1
月額使用料 :
 
なお､創業 5年未満の企業については､使用料の減免があ V)ますO


(敷金不要)

所 在 地 :霧島市国分上野原テクノパーク4
-03


』問合せ先t (財)かごしま産業支援センター 上野原ビジネスプラザ

〒899
 
TEL:099
5


1
3
4
- 7 霧島市国分上野原テクノパーク 4

FAX:099
5


30
 
pki jpo rcor. . .@youmu:gIima-E0

-
7
2
5
-8
4
-511
3
-5
4
-

当センターでは､県内中小企業の情報発信の充実と検索等の

利便性を図ることを目的に､当センターのホームページ上に

｢かごしま企業情報｣を構築 し､掲載企業の募集をしていま

す｡

インターネットを使用 しての登録 ･更新が可能で､登録企業

側の操作もしやすくなっています｡

一社でも多くの企業に掲載 していただければビジネスチャン

スの拡大に繋がることが期待 されます｡掲載料は無料ですの

で､お気軽に御登録ください｡

▲問合せ先■ (財)かごしま産業支援センター 情報支援課 
-TEL:099 5
7
2
1
-9
1
2
 -FAX:099 pki jpo rcor. . .@ifno:lima-E9
7
2
1
-9
1
2


:

センターのホームページを御覧になったことがありますか ?
こんなメニューがあります｡

･センター･関連機関からのお知らせ

･ニーズ別に制度や業務相談窓口の紹介

･センターの調査物･刊行物の紹介

･ビジネスに役立つお勧めサイト など

URLhtt /pki jrcor, ..vw//:pぜひ､御覧ください !! 

L1
事旺-

南 日本銘 行 

当センターでは､イベン トや研修など各種のお役立ち l′ '瑚 ≡ .ー L ｣

情報をEメールで無料配信するサービスを行っておりま

す｡配信を希望される方 (機関または個人)は､次の当セ

ンターホームページからお申し込みくださいO
LJJ鞍g 虎用児L庫信金Jお申込み先URL : 

pki jrcor. . .Lpth ://www /iscnewsk/ion 'i tcalbpu/
)上mhtop.

■問合せ先■ 
酉二...

[pki jpo rcor. . .@iscnewsk:Jia¶-E
-?:I 口団 

｢｢

1還 ドJ a] k日本庫東公敢金(財)かごしま産業支援センター 情報支援課 
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